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ＪＥＮＥＳＹＳ２０１５ 韓国教員訪問団第 1・2団 

 

１．プログラム概要 

韓国全土から選抜された中学校高等学校教員 40名が、テーマ「日本の教育及び文化の

理解を深める」のもと、地方訪問・ホームステイ（第 1 団：奈良県、第 2団：兵庫県）

や学校訪問、伝統文化体験等を通し、対日理解を深めた（5月 19日～5月 28日）。 

 

２．日程    

5/19（火） 到着（成田国際空港）、東京国立博物館視察 

5/20（水）  オリエンテーション、講義、歓迎昼食会、都内視察 

（東京タワー、水上バス乗船、お台場地区） 

5/21（木） 高麗神社訪問、川越視察（川越まつり会館等）、着物着付け体験 

5/22（金） 学校訪問及び関係者との意見交換 

（1 団：中央大学杉並高等学校、2団：郁文館夢学園） 

5/23（土）～25日（月） 

1団：奈良県 

【表敬・交流】奈良県宇陀市、市役所訪問、ホームステイ、地域の方々との交流会 

【学校交流】奈良県立榛生昇陽高等学校訪問 

2団：兵庫県 

【表敬・交流】兵庫県淡路市、市役所訪問、ホームステイ 

【学校交流】柳学園中学・高等学校訪問 

【文化体験】人形浄瑠璃鑑賞 

5/26（火） 握り寿司作り体験、世界遺産視察（東大寺） 

5/27（水） 学校訪問及び関係者との意見交換（賢明学院中学高等学校） 

道頓堀視察、成果報告会 

5/28（木） 帰国（関西国際空港） 
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３．ＪＥＮＥＳＹＳ２０１５ 韓国教員訪問団第 1・2 団 プログラム記録写真  

韓国 テーマ：日本の教育及び文化への理解を深める 訪問団第 1団の記録 

 

  

５月２１日 高麗神社訪問(埼玉県日高市） 
５月２１日 川越訪問 着物体験(埼玉県川

越市） 

5월 21일 고마신사방문(사이타마현 

히다카시） 

5월 21일 가와고에방문 기모노체험 

(사이타마현 가와고에시） 

  
５月２２日 中央大学杉並高等学校訪問(東

京都杉並区） 

５月２３日 ホームステイ対面式 交流会

（奈良県宇陀市） 

５월２２일 추오대학스기나미고등학교 

방문(스기나미구） 

５월２３일 홈스테이 대면식 및 교류회 

(나라현 우다시) 

  
５月２５日 宇陀市長表敬訪問(奈良県宇陀

市） 

５月２５日 奈良県立榛生昇陽高等学校訪問

(奈良県宇陀市） 
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５월２５일 우다시장 예방(나라현 우다 

시） 

５월２５일 나라현립 신세이쇼요고등학교 

방문(나라현 우다시） 

 

訪問団第 2団の記録 

 
 

５月２２日 郁文館夢学園訪問(文京区） 
５月２３日 ホームステイ対面式（兵庫県淡

路市） 

５월２２일 이쿠분칸유메가쿠엔 방문 

(분쿄구） 

５월２３일 홈스테이 대면식(효고현  

 아와지시） 

  
５月２５日 淡路市長表敬訪問(兵庫県淡路

市） 

５月２５日 柳学園中学・高等学校（兵庫県

洲本市） 

５월２５일 아와지시장 예방 (효고현  

 아와지시） 

５월２５일 야나기학원중학고등학교 방문 

(효고현 스모토시） 

  

５月２６日 握り寿司体験(奈良県奈良市） 
５月２７日 賢明学院中学高等学校訪問(大

阪府堺市） 
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５월２６일 스시 만들기 체험(나라현  

나라시） 

５월２７일 켄메이학원중학고등학교 

방문(오사카부 사카이시） 

 

４．参加者の感想   

◆ 韓国 社会人 

 歴史と文化、新しい雰囲気の日本は私が知っていた日本と違っていました。親切な日本人

たちの案内と、よく練られた日程がとても良く、歴史的遺跡と神社等の文化体験を通して、日

本人の精神世界を知ることができました。 

 また、学校訪問を通して、日本と韓国両国の教員同士、教育の姿勢と自らの悩みを情報交

換できたことも良かったです。教科ごとに特色はありましたが、英語に焦点を当てようとする

姿が共通しているようでした。日本の経済的規模を経験することもできました。日本人の努力

する姿はとても印象的でした。帰国後、日本に家族と一緒にまた訪問したいと思っています。 

 

◆ 韓国 社会人 

 もともと、日本の漫画やアニメが好きでしたが、他の韓国人と同様に、日本に対し偏見を

持っていました。出発前は、「この考えがどのくらい変わるのか?」という思いがありましたが、

今回の訪問を通してこの考えが大きく変わりました。 

 特にホームステイで、日本の文化と日本人の考え方を理解することができ、自分が何の疑

いもなく日本に偏見を持っていたことに気付きました。また日本の多様な文化、歴史に対する

姿勢を学びながら感じる点が多かったことです。日本の学校の実情を、より知る機会があれ

ば良かったように思いました。 

 

５．参加者の帰国後の発信内容（報告会での）例/ 派遣国での発信内容 

  

 


